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N-2 

創出したアイデア          
 

既存策，問題点の例          
 
 

課題解決のためのアイデア
創出 

現状調査（問題）          
 

テーマ選定理由 
• 野々市市の町内活動の活性化が進んでいない 

 
 

アイデア名        
 地域アプリ 

前提条件        
 
・行事のときに仕事をしている人がかなりい
る(40%)  

現状値、目標値        
 
・行事の参加率が低い 
    ↓ 
行事の参加率を上げる(60%)   

町内会の問題点は 

     ・若者の参加率が低い 

     ・幅広い年齢層の方が楽しめる行事が少ない 

     ・活動のマンネリ化 

既存策の例 

ポイント        
 
・町内行事を
活性化させる
ことが担い手
不足, 空き家問
題につながる。  

ニーズの確認          
 
 
 
 

活動のまとめ        
 
・スマホ、タブレットで地域のイベントが活性化する。 
・行事の参加者が多くなる。  

対象者 ニーズ

野々市市役所
毎年行う各種手続き等の引継ぎがうまくいかない
引継書のような書類がない

押野町丸木
役員の担い手不足
高齢者が施設に入ることにより空き家が目立つ
斬新なアイデアが思いつかず、祭がマンネリ化

徳用町
高齢者と若者の交流が少ない
若者の行事への参加率が減少している
全世代が楽しめるイベントを増やす・改良する

表1　ニーズの確認　
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図2 アンケート結果 

図3 既存策の実例 

図5 概念図 

 

表1 ニーズ確認 

図4 アイデア創出経緯 

図6 地域アプリ イメージ 


